
5月23日（土）　午後2時受付開始 (2時30分～5時45分)

　バブル経済崩壊から20年。いま、社会的引きこもりや中年フリーターなど就労困難者の就労支援が社会
的な課題となっています。急速な少子化と低成長の時代に直面し、できるだけたくさんの人たちが安定した
就業の機会に恵まれ、税金や社会保険料が払える社会でなければなりません。
　そのため私たちNPO法人は、社会保険労務士による労働相談の経験を活かし、労働関連法教育を進めて
参りました。労働教育的学習は，若者の自立に有効なのか、職場に「適応できる力」そして理不尽な仕打ちや
貧困に「抗う力」はできるのか、個人で可能なのか、など問いかけています。それは過去、労働組合に問われた
課題だけでなく、いま労働分野のコンプライアンスを高めるべき労働者と使用者に問われる共通の課題です。
　そこで労働・教育･福祉の三つの分野をつなぐ政策課題について議論を深めるために共通するキーワード
として「生活困窮者自立支援法」を取り上げます。小さく生まれたこの法律を大きく育てることは可能なのか、
危惧されることはないのか、を検討します。
　特に今回のシンポジウムでは、この法律に対する新しい接近方法として、労働・雇用という視点から光を
当て、会場の皆さんとともに意見を交わします。

第1部 シンポジウム 午後2時30分～午後5時45分〈受付開始 午後2時〉 参加費 1,000円

第2部 懇親会 午後6時～午後8時 参加される方は，寄付金として，1口5,000円以上お願いします。　
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事前に下記の方法で氏名、連絡先（住所又は電話番号、FAX、E-mail
アドレス 等）をメール又はFAXにてご連絡ください。【先着順】
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尚，当法人は仮認定を受けており，寄付金に対する税制上の優遇措置を受けることができます。



日時：2015年5月23日　午後2時開場・2時30分開始         
会場：ホテル・セントノーム京都（京都駅八条口）         

上記講演会の参加を申込みます。

申込み年月日　　　　　年　　　　月　　　　日

一部　講演会 参加　　　　　　　　　不参加

参加　　　　　　　　　不参加二部　懇親会
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